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踏
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受
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締
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止
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受
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縫
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検
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収
湾
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叶
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検
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仲
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範
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潤
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入
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叫
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叫
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潟
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付
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付
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叫
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検
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。
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。
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潟
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1
年
生
か
ら
6
年
生
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で
全
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協
力
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て
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花
幻
ん
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抱
え
ま
し
た
伶
ぼ
く
た
%
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占
思
念
し
た

後
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4
河
に
は
ち
き
っ
と
き
れ
い
な
犯

が
た
く
さ
ん
怠
〈
と
患
い
ま
す
。

2
月
に
は
、
玄
関
や
ぶ
に
校
卒
を
民

?
た
ち
の
学
的
夜
、

1
0
0年
と
り
伶
け
ま
し
た
。
今
は
正
巳
ふ
っ
て

い
う
大

Z綴
害
発
っ
て
い
ま
す

U

い
ま
す

R
jし
て
む
ん
と
立
荷
台

そ
的
問
い
い
判
州
北
小
か
ら
分
か
れ
て
西
小
な
っ
て
い
ま
す
。
為
ん
会
は
校
舎
ち
附
怖

が
で
き
、
そ
し
亡
間
小
か
ら
分
か
れ
て
恋
L
広
い
の
令
め

京
宝
れ
た
わ
け
で
す
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望

小

は

び

の

が

l
て
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ま
一
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生

み

内

線
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う

ヰ

と

に
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り

ま

す
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す
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a9拶

湖北，小小は‘中恥労~宵内桁年?叫絞相しい附枚叩品合消が
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ぬ
乍
こ
}
れ
か
ら
岬
学r川荷叫一

e

4

巾
淡
叫
し
ま
し
た

U

帥枚平吉は、a余品放拡義叫校料塗
A

生会笠祭4
従陀
I

の
仏
伶
礼
収
平
虐
持
学
予
校
の
十
了
‘
φ
酔↑“

3
g
ο
人
日
幻
品
タ
ラ
ゆ
ス
〈
州
総
拭
叫
篠
骨
て
き
る
a
毛
唾
附
附
附
伶
市
事
惜
を
一
つ
一
つ
一
胡
れ
は
》智

建?、J伶

す
o

校
護
滋
は
、

2干姦校警的

z怜誌訓鴻恐川ギ4やを
」
魚
宅
授
竺
つ
附
総
撃
叫
窓
妓
と
よ
い
ぶ
伝
昼
続
主

一

と
い
ま
す
s

お
い
小
学
校
の
校
同
胞
の
や
を
き
h
h
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に
発
て
ん
一

分
は
.
花
町
ん
と
る
り
と
て
も
以
前
的
き
せ
た
い
と
緩
い
ョ

終
始
と
は
悶
ゆ
え
主
い
よ
う
な
移
り
か
わ
ま
す
。

り
で
す
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校
総
に
は
、
先
生
方
が
附
げ
ョ

て
く
だ
お
っ
た
ア
ス
レ
チ
ン
ク
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が
お

り
、
お
も

ι体
帯
同
均
一
時
間
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い
綾
田
市
し
ま

一
寸
。
使
、
っ
時
は
1
年
生
で
も
6
年
ゑ
で

一
も
織
絡
を
ぬ
か
さ
ず
伸
よ
く
み
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な
で

一
汲
ザ
ま
す
。
ア
ス
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チ
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中
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プ
ウ
ぷ
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一
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あ
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輸
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速
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車
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決
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台
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し
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人
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U
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時
点
判
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ヒ
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総
添
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よ
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台
市
何
人
円
は
る
i
f
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7
6
1
1人
的
、
ヲ
ち
県
内
か
ん

7
6
2
1
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で
す
が
、
日
時
泌
総
市
町
一
が
続
も
多
〈
約
6
判的内

4
4
2
1人
い

汁
か
ら
当
市
へ
泌
M
W
e
通
学
す
る
流
人
ま
す
ぷ
竹
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返
馬
術
紛
で
あ
る
同
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中
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・

人
口
は
7
6
4
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お
り
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ま
た
殺
に
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戸
市
・
流
山
市
z

野
潟
市
印
品
日

終
術
的
μ
円
ヘ
通
勤

E

減
少
ー
す
る
流
出
入
続
協
磁
前
町
地
寸
か
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悶
M
M
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ま
す

U
は
2
3
1
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詩
人
あ
り
ま
す
。
こ
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の
他
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撚
か
ら
で
は
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茨
続
出
削
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に
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淡
附
人
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は

8
0
0
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9
人
い

4
0
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、
京
ぃ
日
お
部
7
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5人
ろ
埼

を

い

と

に
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ま

す
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ぃ

点

以

3
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、
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糸
川
県
間
人
、
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市
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は
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間
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の
M結
集
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ヲ
て
い
ゑ

芋
討
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人
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mぼ
く
も
私
立
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ば
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一
一
川
に
田
川
絞
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ま
し
ょ
う
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万
一
、
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巾
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で
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刈
っ
た
ら
と
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ゐ
y
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滋
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行
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叱
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。
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仏
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憶
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叙
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憾
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仏
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作
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滋
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ぜ
に
行
主
昔
、
、
念
仏
を
嶋
え
，
ご
防
相

滅
的
一
一
世
が
い
り
と
凶
怖
に
絡
の
伎
に
さ
し
地
を
食
べ
る
ω

制
祝
日
は
念
仏
を
鴫
え
ど

て
、
災
い
も
の
が
入
り
な
い
よ
う
に
家
後
会
問
問
で
川
、
主
b
品
明
ら
し
な
が
ら

め
山
尚
人
口
な
ど
に
ド
け
亡
、
夕
方
友
人
明
録
係
に
行
っ
て
メ
司
ト
埼
っ
て
く
る

D

が
「
協
は
内
唱
協
は
山
内
、
山
地
は
外
い
と
そ

L
て
訪
日
忠
弘
を
唱
え
て
行
事
告

唱
え
て
も
紙
長
ま
い
た
り
、
そ
川
町
一
一
旦
を
そ
終
り
ま
す
a
叩
方
、
中
棟
約
ば
で
辻
、

的
人
的
年
同
数
ど
け
給
っ
て
ん
尺
べ
ゐ
同
州
九
品
仏
識
の
邑
人
淡
止
符
日
平
岡
山
が
一
緒
に

留
は
現
在
ぞ
も
持
家
々
て
行
わ
れ
て
い
な
っ
て
3
n
u
M
M
n
か
ず
に
集
ま
り
、
総
を

ま
す

n

入
れ
た

44斗
樽
に
山
川
畑
併
後
縛
り
つ
け
て

ま
た
、
唱
え
文
句
む
ぬ
げ
止
に
よ
っ
て
お
仏
索
L
仁
和

H
年
内
が
川
引
き
合
い
を
す
る

U

奨
な
パ
ソ
、
門
nA月
池
宮
一
で
は
寸
…
協
同
川
内
、
こ
め

mJA本
仏
栄
町
一
他
的
人
命
織
は
却
や

出
闘
は
的
円
、
現
は
件
、
掘
削
は
市
川
、
お
か
ま
大
放
で
は
や
し
た
て
る
α

当
燃
え
急
仏
殺

i
春
の
年
中
行
事

i

町
一
隣
℃
ぷ
勺
と
め
る
¥
中
路
地
区
で
が
務
ち
、
そ
の
一
議
酒
宴
炉
問
問
か
れ
て
終

は
「
間
摘
は
内
、
弱
は
内
、
鬼
は
外
、
漏
り
ま
す
。

円
一
神
で
ぶ
つ
と
め
ろ
い
と
い
う
よ
う
じ
こ
の
よ
5
U燦
終
で
は
他
に
義
務
洛

子

殺

万

則

的

で

す

か

で

泌

さ

れ

る

寸

お

が

し

ゃ

い

と

と

も

に

ザ
お
機
関
停
春
分
、
秋
分
的
議
後
7
臼
送
受
な
年
中
行
事
ど
な
っ
て
い
ま
す
。

問
に
わ
た
ヮ
て
げ
な
う
法
会
を
い
う
。
耐
え
統
的
簡
均
子
供
-
達
に
-
と
っ
て
も
っ

叫
総
本
山
低
記
L

内
大
関
…
…
必
杯
3
R月
め
と
も
殺
し
い
行
事
め
が
と
つ
で
す
包

糸
口
ぷ
設
現
実
験
一
霊
魂
主
的
事
始
ま
り
は
平
安
時
代
的
亥
族
丹
市
議

為
に
、
湾
総
間
関
分
寺
町
川
町
を
し
と
春
秋
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
初
期
一

一
一
伶
白
川
別
七
円
口
、
余
関
絞
殺
時
間
を
よ
ま
に
鮮
明
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
フ
え
現
代

し
む
」
と
あ
る
の
が
幼
時
比
で
、
以
後
、
の
制
批
恒
明
白
リ
の
制
限
仙
鵠
も
矯
わ
っ
て
よ
一
子
診

d
m
比比約一誠
L

寸
靖
姶
nnm山」

1
総
裁
問
唱
に
広
〈
後
及
し
ま
し
た
合

体枕松川一間
L

寸
五
世
阜
世
鋭
い
な
ど
に
も
見
え
市
内
で
は
同
月
滋
れ
の
4
同月
3
日
に
行

ま

す

包

う

と

こ

ろ

も

ゐ

る

が

、

女

児

め

い

る

喫

市
内
い
お
い
て
も
、
中
川
闘
に
は
判
明
弘
縫
で
は
‘
同
時
的
殺
と
か
総
投
入
に
招
砕
け

の
あ
る
家
で
は
級
制
械
や
辺
司
柏
町
人
が
憤
慨
し
た
人
達
か
ら
人
総
が
滋
く
。
そ
の
山
地

ま
り
、
お
幼
冬
ん
に
は
岨
を
あ
げ
て
も
ら
礼
と
し
て
後
約
な
ど
を
付
け
て
飯
山
附
を

い
総
縮
減
し
ま
す
e

ま
た
、
防
予
b
作
っ
絞
る
附
設
が
ま
だ
簡
明
っ
て
い
ま
す
。

て
仏
政
問
に
供
止
、
滋
問
問
中
に
慕
申
479者
以
上
、
疋
肉
付
か
ら
春
日
か
け
て
的
年

ず
る
成
期
闘
は
広
〈
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
ん
付
W
併
は
多
く
わ
り
去
認
す
が
、
腕
執
念
で

薬
品
欄
議
仏
省
く
か
ら
附
関
東
地
方
で
は
4
月
初
め
向
緩
ま
丸
山
会
ダ
を
終

一
行
わ
れ
て
い
る
念
仏
総
り
の

1
綴
て
、
え
る
と
留
鍛
え
の
忙
し
い
持
郊
に
入
り

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
闘
に
潟
女
来
ま
す
。
(
市
山
県
機
W
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ん
議
)
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総定:みやげ主主

公lE取引I高級会

綴りlf:T 怒って下さい

本勉強総 本うば軍事 *ベピ* 室 内 隠 す べ り 台 *自転車F自チ

スケ叫ん *霊霊祭ストーブ{蓄基 供いす *2段ベッド *ベビー

総支え*手数熔テーブルいす ずンス

場ミカナリー噛りかど *~華人用

ミニサイ;71;'

言霊祭鍵E義係険の給付金
税t室付毒事IJ)支払/j淡
ItlK熊野!(呆授の被f事険者{加入

者)におそ子持:が生まれたり?E吹き

れた時に支4脅される助j母校、事ぎ見

守手当帝、 若手全長代等(喜善在高指寝袋変及

五尭りたいもの、言喪ってほしいも

のがゐ今たら町82-1151内 線233

モニター募

一司千草書読書i嵩焚生主3歯屯ニター判明

惨事費総 県内 i工務{主する邸機j~J:二

的著者

惨事事集人災 2001'; 

u'!II.グヲ送付金等を含む)について 参仕事的内容①アンケ トグ〉際1

現在漁栄で支拾してお ηましたが 答翁緑町依絞する絢査なが育費

4丹1日から線機手望者向子高金j埠最長 'kt告についての絃l<.・空襲言悲報告

{i!Hf}筏込方法を著者j汚する二とと @)研修会へめき姿j}1I

します。 紗詩j食 年1"160001守的予定

なお、本ITて'受付した場合は若宮 F参議告書 3月31時

孫子市指定金繰淡路による窓口右、 多申込先 L事会説明書官流滋持続潔消

い{会討議)を行ないます。本庁 焚鞍行政{某{借倒72-23-2289)

以外で支給金 1宅をけられる方は銀行 波申込舎はitff主!J;riI軍区織にあり

の羨金i晶綴を持参しさ詮十!と{奇時に すe

発売詳して下さい。(銀行名 .p疑 問団訴重量二王ニタ一一誠

番号穣怒のため) 惨殺綴 消望者生活モニタ…を兼務

(凶{恥苧金言軍} していただける方

上手iこク

ヴザ叩ニンゲlこ出す時

0;寄れ具合を鶏ぺ、シミには糸

ヒるしl::つけ、ポケ yト町中も

点検して、ホコリを払っておき

ます。寺絡を力u::r二丹ボタン
や付属品は政ワ外しておきますa

o縫い{ナ11袋示的ないものは宅

購入時に付いて L、た下げ干しなど

で在住総しておきます。 。スー

ヅなど!'.ド織ったものは対で出

しま仁 。 和 服 ずz皮・皮革

製品は専門技術的為る1苫を滋λ

でお Lます。 心総合加入ぶな

どを§安!こ、{宮殿てv きる吊Jを選

んで、必ず千五 IH正をす絞って

おきま Lょうれ

惨事霊祭人員 ぬれ

B砂線償 iま努 Lた r1まかり d を調

査終了後、議終支給

砕を事務 3月31El 

惨 申 込 消費致活モニタ…申込m
欲的計最モニタ ?閉じき転滋需主主的

手ぎ害警告記入

惨闘い念材 県計五を検屯所検軍駐機

2器製 (世0472…51-7209))えは、

銀u'商部流i盛対策課、消活費税ff校保

{官制72"~23-2292)

く湾::r二ii'!t)

σ訟なっ
まだf寺%員会の倹

Jiが多数あり

0)<'納言登録的ない絵

@'需給登銭があっても{哉の河的に

も建mする総

約え{正、 CD肖分1人だけてナも遊

説草に{患う @たとえ年に 1[前でも

:子供さんや友i議と 諸に終りを L

た 2人人lヱ貸したりするの自分

の 交i議織に{世う 起き rかも lfI¥J: 

犬を長者勺ている方は必ず滋?おり

丹会全捨て?必受け下さいう料金江 3

月争奪主科条例がほ主5E怒れますと設

保育・スボ ツの否官接4を図るた

的指導持カω? と 3競争ゑ-I'~的

変主主にご協力き

併後4告 Q)j官接手爽・トレ…ナ匂占等

的資foのある IJ ②f本軍事，スポー

ソの街p謀総験のある方③惑校法

び太や℃選手続絞めある方長会議

fιス持動脅しているf'l1i本立

が~'!人

1m勺(ffl'. Iiを堂与の丹、 スポーソ

訂後認は問いません。

併殺重量方法 例人は{主謀、氏名を

!引いま代表高一的役所、氏れを教育

委災会計、話誉教事守諜へ気鋭で中 Li主

(4) 

会は4月11日-，14闘のいずれかに

仔ないます。詳しい自涯は苦労冷に

禍泌すると共に広報車でお知h せ

しますω {事長縫蒸〉

炉事事主義人主義 こじ公主主総極(中央公

民主義で総古)約時名 ②i乱 It綴

(詩書 i七台関4、でf露点)ゑ~40rr

桜並，~)'国的伎で江主主与を i謹J史的こと υ

~申込資総 53'f4 Flてγj、学校3

'1"1'以上の男女。

t>申よ主受付 3 Fl2611 (時)午前

91時~'1H寺中央公民総

多罪悪い合tt>l;弁護費三官82 ャ44

30又は、，u昌三恒夫救護2-2830 

(救手守主宰終差是}

1 1I'tí恨~1:よま;:1車}賀寺拳4ヲj1"'J 1
使うかXl孟3守人~:渓ょ i l F守口からr日まで安余波紋;二、し

i 電話番号変受 ! 
円ようなぎ納はi主わず、室ぐ 」一一一……一一一……一: かも浅くゑ詩けします。

r毒吾被之を後Itて、fOllこでも f金之 4月3おから的1計上会保険'ド務 議設織は、 f高揚Hil~物営業センタ

る、 しかも安全な毒告に Lてl'dい'" i'Jr丹'，{t設省帯号が v況のとおり変更 …ヘ器03~.807..~83制 a可紋}

となりますので必知らせ Lまーに

ゆ?士会然完全然妨主務員喜係

盛 0474(SII 6655 

Q政さ詐鑓校保険匙務関係

ぷ明るい話題

百 0474 (51) 6633 品litセンターにスチレずの盗殺カ'

O円{~主 iF /，'íiヘ臼様、討lM現時f 保険 ゑワました。

が妻子きな30歳以ドの努 淡fli関係。主年全員聖母f(準設すれ型~行会総妹事業にと次的方々から

t>勤務時罪悪 小学校内1'1空時から 係業務 官 0474(51) 6644 寄付がんりました伽

8時誌で、長j諒lf‘み中は 9時か I……ー 一……一一切 一一一¥ 芝草署員孫子高校2，手A鎖的務総から

品終まれ 〈 管室元締土笠宮守I率 、31001弓 o村山勝司撚(中峠)か

B検問い合せ 茂木684ム 5241(夜 ら4000Pl0十牧闘機{中鈴)か

持寄} 市内めI革路に官邸兵絡を坤!める立こ 勾 3713032F号 室誌名吊望手をから

事在行コて L、まれ 2711200円 転車おのぜん機{ヲミ王

こじ事場所は綴j盤 356サ絞め災発 れ草子:務}から 17i20関鈴

絡先からi純一ltお10T!l・ 7TI].

家主量的然防状況e刀i般にil'!f設 6TFlをi積り郡部校関絡先までと

るため‘当事 1次長を言語持獲を 3丹16 '1"1'，削減 ItfJ2γ[J ，回議 356"予

日よ，)金、寸れ 緩め中除I也光グ〉…令若草で寸"綴Illlは φを季語量平潟録絡会令

長噂査員が品添夕立を訪限内線に{主 将対滋まで的予定ですφ 歩丹日 3持2GB (日)然ヲミ中止

;士協力下さるよワお翰い Lます。 炉問い合せ 我孫子後李基君主言語均 努薬会東武妻子鴇級車自釈改札口

N ・4期の輯設が!;l]jf司の場合
('f筏箆4耳I'l)

1lI5丹Ia黍，'"全観念的控ιたとき

IO，棚悶 X(るX18力持糊'1，輯01号

(2)¥11261:全黙を鈴討したξ怠

組必縄問X品Xlh尭.禽 1，1出Ol'l
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